
 

 

2010年 10月 29日 

キャンサー・サバイバーズ・リクルーティング・プロジェクト 
アクサ生命保険株式会社 

 

        
キャンサーキャンサーキャンサーキャンサー・・・・サバイバーズサバイバーズサバイバーズサバイバーズ・・・・リクルーティングリクルーティングリクルーティングリクルーティング・・・・プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトととととアクサアクサアクサアクサ生命生命生命生命、、、、    

『『『『がんがんがんがん患者患者患者患者のののの就労就労就労就労とととと家計家計家計家計にににに関関関関するするするする実態調査実態調査実態調査実態調査』』』』結果結果結果結果をををを発表発表発表発表    
    

患者患者患者患者のののの2222割割割割がががが仕事仕事仕事仕事のののの継続継続継続継続をををを断念断念断念断念、、、、7777割割割割がががが収入減収入減収入減収入減    
    

 

がん患者の就労・雇用の実態に関する調査・研究を行うキャンサー・サバイバーズ・リクルーティング・プロジェク

ト（代表：桜井なおみ、以下CSRプロジェクト）とアクサ生命保険株式会社（本社：東京都港区、代表執行役社長

兼CEO：マーク・ピアソン、以下アクサ生命）は、『がん患者の就労と家計に関する実態調査』を共同で実施し、本

日その結果を公表しました。 

 

本調査は、がん患者の就労状況の把握と、それが患者や家族に及ぼしている影響を知ることを目的としたもので、

今年 6 月から 7 月にかけて、全国のがん患者に協力を呼びかけてアンケート形式（インターネット、紙ベース、回

答者数 855 名）で実施しました。 

 

調査によって、次のような実態が明らかとなりました。 

 

1） 仕事への影響 

� がんになった後、依願退職や解雇、廃業などによって仕事を継続できなくなったという人は回答者全体の

21％。休職・休業した人を含めると、全体の30％が仕事に影響が出たと回答。 

 

2） 収入の減少 

� 就労者（定期的な収入があった20歳～69歳）に「がんになった後の収入変化」について聞いたところ、67％

の人が、収入が減少したと回答。年収の減少率（平均）は36％。 

 

3） 個人事業主への影響 

� 個人事業主は72％が休業や廃業、または業務縮小などを経験。 

 

4） 生活への影響 

� 「家族や自分の生活、家計などに悪い影響があった」と回答した人は全体の53％。 

� 具体的には、「生活を切り詰めている」人が58％、「子供の進路・進学を変更した」（4％）、「住宅取得を断

念」（3％）、「転居」（4％）など。 

 

5） 就労状況の変化による治療方法への影響 

� 「経済的な理由などで治療方法を変更・中止したことがある」としたがん患者は全体の8～9％。このことから、

生活をできる限り切り詰めて治療費を捻出している人が大多数であることが推察される。 

 

本調査は、東京大学医療政策人材養成講座（HSP）4期生（代表：桜井なおみ）のチームが2008年に実施した

「がん患者の就労に関する実態調査」をCSRプロジェクトが引き継いだものです。アクサ生命は、その活動の趣旨

に賛同し、『アクサの「収入保障」のがん保険』の売上げの一部を同プロジェクトに寄付するとともに、今回の調査

を共同で実施したものです。 

 

CSRプロジェクトとアクサ生命は、今回の調査結果の発表などを通じて、「がんの治療を続けながら仕事を継続し

たい」と願うがん患者の声を広く社会に訴求していきます。 

 

※ 調査結果の詳細については添付資料をご覧ください。なお、今回の調査結果は、10月29日、第48回日本癌

治療学会学術集会においてCSRプロジェクトの桜井なおみが発表を行っています。（発表テーマ：「がん難民

を救うために―就労問題・経済的負担」） 
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『『『『アクサアクサアクサアクサのののの「「「「収入保障収入保障収入保障収入保障」」」」のがんのがんのがんのがん保険保険保険保険』』』』 

働き盛り世代のニーズに応え、がん罹患時の「収入減のリスク」に焦点をあてて開発した日本初の
「収入保障」のがん保険です。 
    
    
CSRCSRCSRCSRプロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト    
CSR（キャンサーサバイバーズリクルーティング）プロジェクトは、がん患者の就労・雇用の実態を把握し、就労環境の
改善を支援するグループです。東京大学医療政策人材養成講座（HSP）4 期生の桜井なおみ氏を代表として活動を行
っています。 
    
    
AXAAXAAXAAXA グループグループグループグループについてについてについてについて    
AXA グループは、フィナンシャル・プロテクション分野で世界をリードするグローバル企業です。ヨーロッパ、北米、アジア
太平洋地域を中心に、世界各国で事業を展開しています。AXA はパリ証券取引所に株式を上場しています。詳細は
www.axa.com をご参照ください。 

 
 
 

～本件に関するお問い合わせは下記までお願いいたします～ 
 

CSR プロジェクト 
電話：03-5684-1925 FAX：03-5684-1926 

info@cansol.jp 
 

アクサ生命保険株式会社 広報部 
電話：03-6737-7140 FAX：03-6737-5964 

http://www.axa.co.jp/life 
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アンケート調査実施概要

• 実施期間：2010年6月1日～7月16日
• サンプル：全国のがん患者855人
• 調査方法：インターネット、紙ベースによるアンケート

性別 年齢 部位

※多重がんを含む

男性
20%

女性
80%

N=855

80才以上
1%

70才以上80才未満
5%

未回答
1%

30才以上40才未満
18%

20才以上30才未満
2%

20才未満 2%

40才以上50才未満
29%

50才以上60才未満
24%

60才以上70才未満
18%

N=855

未回答

0%
白血病 1%

肝臓 2%

食道 1%

咽頭・喉頭
3%

前立腺
2%

卵巣・卵管

2%

子宮

7%

肺6%

胃
4%

大腸・直腸 6%

乳房

56%

リンパ腫

2%

その他

8%

N=923
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１）仕事への影響

 依願退職や解雇、廃業などによって仕事を継続できなくなった人は回
答者全体の21％（就労者に限ると24％）。

 休職・休業した人を含めると30％（同34％）が仕事に影響を受けた
と回答。

全体
就労者

※上記の表の就労者は、調査全体の回答数（855名）のうち、①年齢：20歳～69歳、②専業主婦、学生、年金受給者、無職
を除く

※分析対象者の有効回答数：770名

現在も同じ会社・

配属先で勤務

22%

同じ会社で配置

転換

6%
自営業・自由業

を継続

7%

休職・休業中

9%依願退職

16%
解雇

2%

廃業

3%

その他

23%

未回答

12%

N=855

同じ会社で
配置転換

6%

自営業・自由業を
継続

8%
休職・休業中

10%

依願退職

18%

解雇
2%

廃業
4%

その他

26%

N=770

現在も同じ会社・

配属先で勤務

24%
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２）がん罹患による収入の変化

 定期的な収入があった20歳～69歳では
67％が収入が減ったと回答
（男性80％、女性64％）

 平均年収減少率は36％
平均年収減少率

36％

※一様分布を仮定して各年収レンジの中央値を用いて算出した推計値

収入が減少した

67%

収入は減少
していない

33%

N=516

N=99

N=417

64%

80%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性
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３）個人事業主への影響

 がん罹患によって「事業が影響を受けた」と回答した個人事業主は72％

 また17％が「取引先との関係が影響を受けた」としている

がんに罹患したことによる
事業への影響

※全体回答数（855名）のうち、個人事業主のみを抽出、対象年齢は限定していない

がんに罹患したことによる
取引先との関係への影響

廃業した

3%

未回答

3%

代替わりした

13%

業務縮小した

34%

休業した

17%

影響はない

25%
業務変更した

5%

N=64

金融条件が
厳しくなった

6%

変らない

59%
取引条件が
厳しくなった

11%

その他

15%

未回答

7%

良くなった

2%

N=61
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４）生活への影響

全体 就労者

 全体の53％（就労者58％）の人が「がんと診断された事で家族や自

分の生活や家計に悪い影響があった」と回答

 がん罹患が家庭全体に及ぼす影響は大きい

※上記の表の就労者は、調査全体の回答数（855名）のうち、①年齢：20歳～69歳、②専業主婦、学生、年金受給者、無職を
除く

※分析対象者の有効回答数598名

未回答
6%

はい
53%いいえ

41%

N=855

未回答
4%

はい
58%

いいえ
38%

N=598
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 全体の58％（就労者56％）の人が「生活を切り詰めている」と回答し
たほか、「子供の進学変更」や「住宅取得の断念」、「転居」などの影
響がみられる

全体

※上記の表の就労者は、調査全体の回答数（855名）のうち、①年齢：20歳～69歳、②専業主婦、学生、年金受給者、無職を
除く

※分析対象者の有効回答数：453名

就労者

４）生活への影響（具体的な内容）

未回答
1%

配偶者が
仕事を辞めた

1%

配偶者が働き始
めた

3%

離婚した 2%

転居した 4%

住宅取得を
あきらめた

3%

子供の進路・
進学を変更した

4%

生活を切り詰
めた（ている）

58%

その他
24%

N=570

未回答
1%

⑧その他
24%

生活を切り詰
めた（ている）

56%

子供の進路・
進学を変更した

5%

住宅取得を
あきらめた

4%

転居した
4%

離婚した 2%

配偶者が働き始めた 3%

配偶者が仕事を辞めた 1%

N=453
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５）就労状況の変化による治療方法への影響

 治療方法を変更・中止した人は全体の8～９％

 生活費を切り詰めて治療費を捻出していることが推察される

全体 就労者

※上記の表の就労者は、調査全体の回答数（855名）のうち、①年齢：20歳～69歳、②専業主婦、学生、年金受給者、無職を
除く

※分析対象者の有効回答数：349名

未回答 1%

変らない

90%

治療を中止した
2%

治療方法を
変更した

7%

N=445

未回答

1%

変らない

91%

治療を中止した
1%7%

治療方法を
変更した

N=349


